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本セッションの内容



IoT分野において
4年間で50億ドルの投資



流通 医療

スマートスペース エネルギー

セキュリティ
監視

製造





製造業イノベーションのシナリオ

インテリジェントな製造業へ向けた変革をサポート

マイクロソフトが考えるインテリジェントな製造業

コネクテッド
フィールド サービス

• フィールドエンジニアの
スキルと働き方の支援

• スマート製品による
新しいサービス提供

コネクテッド
販売・サービス

• 販売サービススタッフの
スキル向上と働き方の
支援

• お客様とのエンゲージメ
ント能力の向上

未来の工場

• 人・設備・プロセスを
デジタルでつなげ、
オペレーションを最適化

• 現場におけるスキル
ギャップを克服

インテリジェント
サプライ チェーン

• 需要と供給、コストの
バランスを最適化

• 高度なシミュレーション
によるサプライチェーン・
オペレーションの最適化

製品の
イノベーション

• コネクテッド製品による
新しいサービスモデル

• デジタルツインを活用し
てイノベーションを加速



生産管理

品質管理

部品

製品

工場長

品質検査

品質検査組立工程

場内物流

加工工程

工場生技

工務/保全

Azure
工場の人・もの・設備を
Azureと接続すると・・・



工場内情報インフラ
（デジタルアンドン、工員端末情報表示）

目視検査の自動化
（AIによる画像診断）

歩留まり
自動モニタリング
（IoT/機械学習）

生産管理

工程ワークフローの
デジタル化
（Power Flow
、Power App）

工場稼働状況
リアルタイム
可視化

工場経営
ダッシュボード

スケジューリング
最適化

品質管理

部品

製品

在庫・棚の
自動認識、最適化

Azure

工場長

品質検査

品質検査組立工程

場内物流

加工工程

工場生技

工務/保全

MRを活用した
遠隔サポート

設備とITの接続支援
（IoT接続キット、OPC UA連携）

機械学習による
異常予測、予防保全

設備のデジタル
ツインによる
シミュレーション

MRを活用した
トレーニング

海外人材
言語サポート
（自動翻訳）

MRを活用した
レイアウト
チェック

作業手順の集約管理、
自律改善（技術伝承）

AIによる人作業チェック
（作業動作、工程完了）

AIによる危険予知
（工場安全違反検知）

作業者のスキル管理、
作業とスキルの自動チェック

品質トレーサビリティ

品質管理（QC）
ダッシュボード





何千何万回と繰り返される作業では、作業者の
努力だけでミスの発生をゼロにするのは不可能です。
「ミスは起こる」という前提で対策をとる必要があり
ます。

AIに標準的な作業手順の画像を学習させるこ
とで、イレギュラーな動きや手順ヌケがあるとすぐ
に警告します。作業者が交替したり、カメラの角
度が変わっても、柔軟に対応できます。

クラウド
×
AI





目視での検品では、ミスが避けられません。小さ
な部品1点の不足がお客様に迷惑をかけ、再発
送の手間とコストにつながります。複数人による
チェックも、簡単ではありません。

AIによる画像検品は瞬時に完結。付属品の
色や形状が複数あるようなセットでも、事前に
学習させておくことで正確に判別します。検品
の精度を大きく向上させ、効率化も実現します。

クラウド
×
AI





人間の注意力は万全ではありません。
「事故は常に起こり得る」という前提で対策を取
ることが､事故を減らす近道です。特に危険な場
所では、監視システムの活用が非常に有効です。

単なる監視カメラと違い、AIはヘルメットや作業
服の違いから必要な作業者と不注意な進入者
を判別したり、標識の文字を識別して表示内容
の変更に対応することも可能です。

クラウド
×
AI



車載カメラ Stop 95%

Person98%

Slow 98%

フォークリフト前方に取り付けられたカメラの画像を、AI
が常時監視

サインの内容を判断し、必要に応じて
ドライバーに通知・警告する

工場内の異常事象を検知（ドラム缶転倒など）し、担
当者に知らせ、対応する



ソリューションと導入効果
• オンプレミスで運用していた KOM-

MICS を、2016 年にクラウド化を決定、
セキュリティとサポート体制を評価し、
Microsoft Azure を採用、1か月で移
行完了

• データ収集サーバーをクラウド化したことで、
接続対象拠点をグローバル、協力会社
へと一気に拡大

今後の展開
• 収集したデータを品

質向上や予兆保全
に活用するため
Azure IoT Edge の
活用を検討中

• Azure Databricks 
による溶接の際の演
算処理時間の短縮
を検討中

背景と課題
• 建設機械等の販売需要は経

済状況や資源価格によって大
きく変動する。この変動に対し
て柔軟に追随することが生産
現場の重要課題だった

• 日本国内のマザー工場では、
労働力不足も大きな問題だっ
た



久野金属工業
クラウドを活用した工場の IoT 化で、
生産能力を 11% 向上

課題
• 最新の製造装置を調達
するのではなく、PDCA を
繰り返しながら現行の生
産ラインで生産能力を最
大化することが求められて
いた

ソリューション
• Azure IoTを活用して生産ライ

ンの稼働状況をモニタリングす
るサービス「IoT GO」を導入

• 装置の稼働を感知する エッジ
デバイスで廉価かつ早期に、旧
式装置を含む工場の IoT 化
を実現

効果
• サービスインからわずか 1 か
月、一部の生産ラインに制
限した利用ながら、生産ラ
インの生産能力が 11% 向
上

• リアルタイムの稼働状況の
可視化により、従業員の意
識が向上



マイクロソフトのクラウドプラットフォーム

インテリジェント
Intelligent

ハイブリッド
Hybrid

生産性
Productive

信頼性
Trusted

CSゴールドマーク / FISC
サイバーディフェンスオペレーションズセンター

サイバークライムセンター
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株式会社アドヴァンスト・インフォーメイション・デザイン
営業統括部
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本日のセッションについて

 デジタル変革に対する現実感

 デジタル変革の阻害要因

 デジタル変革へ向けて

 製造業におけるIoTユースケース

 ご提供ソリューション(概要）

 IoTの脅威
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1億円
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74億（2018年度実績）
■松本事業本部
■東京事業本部
■大阪支社／中国支社／九州支社

商 号
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デジタル変革に対する現実感



20.9%
長野県プレスリリース(2017年)

ｎｏｗ？



デジタル変革の阻害要因



GDPに対するICT投資の比率を比較すると、
日米で大きな差はない。

（出展：2018年度 総務省情報通信白書）



日本のICT投資は、レガシーシステムの維持が多く、
必ずしも付加価値の増加につながっていない可能性がある。

（出展：2018年度 総務省情報通信白書）

「ビジネスプロセスを変えること」に投資することがポイント



ビジネス目標 デジタル変革

部分的なＰｏＣ・・



デジタル変革へ向けて



（出展：2019年度 経産省ＤＸ推進指標）



製造業におけるIoTユースケース



IoTツール活用 対象領域・目的・ユースケース

（出展：2017年度 経産省調査結果）



◎「現場カイゼン」が
最も多い。

IoT活用対象領域

0 20 40 60 80 100

業務プロセス改善

業務プロセス最適化

現場カイゼン 85%

40%

26%

（出展：2017年度 経産省調査結果）



業務改善事例

現場カイゼン

品質向上・安定化
不良率低減

生産性向上
コスト削減

作業員のポカよけ

設備の加工誤差最小化

トレーサビリティ

対象領域 目的 ユースケース

ダウンタイム削減

設備・人の稼働率向上

人の作業の効率化・負担軽減

35件

21件

25件

59件

85件

87件

（出展：2017年度 経産省調査結果）



ご提供ソリューション(概要)



改善に活用できるツール・技術要素

仕事の決め方・ルール

IoT
モノをつなぐ

IoP
プロセスをつなぐ

IoH
ヒトをつなぐ

共通の目標設定

コラボレーションの仕組み







管理者

クラウド

(Beacon)

アプリ

利用者

位置情報の把握

情報をプッシュ配信※ＡＲ(拡張現実)の
対応も可能

※ウェラブル端末の
併用も可能

無線通信

利用者の
入力情報を収集

 アカウント管理
 デバイス管理
 コンテンツ管理
 アクセス分析
 アンケート集計
等

• 案内情報
• 点検情報
• マニュアル
• 注意喚起
• 設備、機器情報
等

管理画面

スマートガイダンス



スマートモニタリング

対応入力

つなげる あつめる 活用する

ゲートウェイ

稼働率モニタリング／停止要因分析

あんどんモニター表示

（状況確認／対応）

各種
センサー

専門家による活用アドバイス

貴社システム
（生産管理）

稼働・停止状況
生産中製番情報

進捗状況
：

Power BI



アロバビューコーロ

ネットワークカメラ

アロバビュークラウド

クライアントPC

LANケーブルで給電

①認証／カメラ情報取得

Power BI

②映像データ

④解析結果送信
⑤解析結果出力

③顔画像送信

③解析結果受信
Cognitive Services

ブロードバンドルータ
（インターネット回線）

PoE ハブ（カメラ給電用）

AC電源

AC電源



IoTの脅威



情報セキュリティ 10 大脅威 2019 「組織」向けの脅威の順位
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